
1

いくたびも　雪の深さを　たずねけり
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　正岡子規

襟巻に　首引き入れて　冬の月
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　杉山杉風

初しぐれ　猿も小蓑を　ほしげなり
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　松尾芭蕉

うまそうな　雪がふうわり　ふわりかな
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　小林一茶
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顔が利く　
　無理な事でも通るくらい名が知られている。

目から火が出る
　頭や顔を強く打った時の感じを表す言葉。

胸を撫で下ろす
　危険や心配が無く安心すること。

根も葉もない
　事実であることを裏付ける理由も根拠もないこと。

気がおけない
　互いに気持ちが通じていて遠慮せずに打ち解けら
　れる。
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1年目 ステップ10

う　たう　た

　《熟語のうた》

二文字以上の漢字がつながって　できたもの
それが熟語さ
熟語の読み方　四通り
普通の読み方　上下音読み　上下訓読み　
重箱読みは　上は音読み　下は訓読み
湯桶読みは　上は訓読み　下は音読み　

熟字訓は　全体で決まった読み方だ
小さい豆は　あずき
早い苗は　さなえ
竹の刀は　しない

他にも　特別な読み方が　あるんだ
例えば「本」という字は　変化する
一本　二本　三本
熟語の読み方　おもしろい

 

 ふた  も　 じ　い  じょう　　かん　じ
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  ふ  つう　　　よ　　　かた　　  うえ した おん  よ　　　　　 うえ した くん  よ

じゅうばこ  よ　　　　　　　  うえ　　  おん  よ　　　　　 した　　  くん  よ

   ゆ  とう  よ　　　　　　　  うえ　　  くん  よ　　　　　 した　　  おん  よ
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 おや　　 こころ  こ     し
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親の心子知らず
　子を思う親の気持ちを、肝心な子どもは気にかけ
　ず勝手なことをするものだ。

枯れ木も山のにぎわい
　つまらないものでも数が加われば景気付けになる
　ということ。

雨降って地固まる
　問題が起こったことによって、かえってうまくい
　くようになるということ。

先んずれば人を制す
　先手を打つことが肝心だということ。

嘘から出た真
　物事は偶然に左右されることが多く、意外なこと
　が起こるものだということ。

勝って兜の緒を締めよ
　勝ちにおごらず、気を引き締めよということ。
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1年目 ステップ10
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